
「ＤＶＰ決済方式の推進と清算機能の活用等に関するワーキング・グループ」 

の設置について 

 

平１２．６．１６ 

証券受渡・決済制度改革懇談会 

 

１．設置の趣旨 

ＤＶＰ決済の導入に際し、資金・証券の決済事務処理を効率的に行うため

には、清算機関を通じるネッティング機能が必要であるが、これに関連して

清算機関の法的位置付けの明確化、清算機関の参加者による資金の効率的な

利用を可能にするとともに、各種リスク対策がセーフ・ガードとして法的に

も機能する措置の整備等に関する諸問題についての検討が必要である。 

そこで、証券受渡・決済制度改革懇談会の下に、「ＤＶＰ決済方式の推進と

清算機能の活用等に関するワーキング・グループ」を設置して、ＤＶＰ決済

方式を推進するに当たっての清算機関の法的位置付け、担保法制等の法制上

の問題、清算機能の在り方等について検討を行う。 

 

２．検討事項 

ＤＶＰ決済方式の推進と清算機能の活用について 

（1） 清算機関の法的位置付け、担保法制などの法制上の問題 

（2） 証券･資金のセーフ・ガード措置、各種リスク対策措置の管理方法な

ど清算機能に係る問題 

（3） 清算機関の連携･統合に係る問題 

（4） 清算機関への間接参加者への対応に係る問題 

（5） 国債決済の円滑なＲＴＧＳ化のための清算機能の問題 

 

３．ワーキングの構成 

（1） 本ワーキングの人数は１５人程度とする。 

（2） 本ワーキングには、座長及び座長代理を置く。 

（3） 本ワーキングには、オブザーバー若干名を置く。 

 

４．検討期間 

当面、平成１２年９月末を検討期間の目途とする。 

 

以  上 
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